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「鬼は外、福は内」年長組の男の子たちが元気よく豆をまきながら
叫ぶと、ほかのみんなも「鬼は外、福は内」とそれに続いて叫びます。
八積保育所で２月３日に、節分の豆まきが行われました。風邪ひき

鬼や、泣き虫鬼を保育所から追い払い、今年も元気で過ごせます。
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福は内！　　
鬼は外！

広 報 長生村のホームページ　http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

太陽くん
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お知ら
せ 

健康コーナー

みみ んん ななのの

笑顔笑顔

年金制度が改正されます

4

長生村のホームページ
http://www.vill.chosei.chiba.jp/index.html

広報ちょうせい
は毎月１日に新聞折り

込みで配布しています。

役場・保健センター・

福祉センター・文化会館・

中央公民館窓口でも

配布しています。

6 村村ののででききごごとといろいろ

3

通
常
の
口
座
振
替
（
当
月
保

険
料
の
翌
月
末
引
落
し
）
は
定

額
保
険
料
で
す
が
、
口
座
振
替

を
早
割
に
す
る
と
40
円
が
割
引

と
な
り
ま
す
。
早
割
制
度
を
申

し
込
み
す
る
と
翌
月
末
の
初
回

の
口
座
振
替
に
て
２
カ
月
分
の

保
険
料
（
従
前
の
保
険
料
と
40

円
割
引
さ
れ
た
保
険
料
）
が
引

落
し
と
な
り
、
そ
の
後
の
毎
月

の
保
険
料
が
40
円
割
引
と
な
り

ま
す
。

口
座
振
替
の
申
込
用
紙
（
振

替
方
法
の
変
更
も
同
じ
申
込
用

紙
と
な
り
ま
す
）
に
つ
い
て
は
、

年金制度が改正されます

国
民
年
金
の

年
金
制
度
が
順
次

改
正
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
の

保
険
料
は
、
平

成
17
年
度
か
ら

平
成
29
年
度
ま
で
毎
年
２
８
０
円

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て

い
ま
す
。（
引
き
上
げ
額
は
、
今

後
の
賃
金
上
昇
率
に
よ
っ
て
変
化

し
ま
す
）

保
険
料
の
前
納
を
口
座
振
替
に

す
る
と
割
引
額
が
増
え
ま
す

17
年
度
分
の
保
険
料
を
一
括
し

て
前
納
す
る
と
、現
金
払
い
で
は
、

２
、
８
９
０
円
の
割
引
、
口
座
振

替
で
は
、
３
、
４
２
０
円
（
５
３

０
円
増
）
の
割
引
と
な
り
ま
す
。

（
６
カ
月
前
納
も
口
座
振
替
が
有

利
で
す
）

現
金
払
い
で
の
前
納
は
、
４
月

に
郵
送
さ
れ
て
く
る
納
付
書
で
４

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
を
前

納
に
変
更
す
る
場
合
は
、
３
月
18

日
必
着
で
基
金
へ
の
お
申
し
込
み

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

社
会
保
険
事
務
所
な
ど
に
請
求
し

て
い
た
だ
く
ほ
か
、
社
会
保
険
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
字
（
プ
リ

ン
ト
ア
ウ
ト
）
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

◯
社
会
保
険
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.sia.go.jp/

な
お
、
保
険
料
の
半
額
免
除
の

承
認
を
受
け
て
い
る
人
の
口
座
振

替
は
、
通
常
の
口
座
振
替
で
の
お

申
し
込
み
と
な
り
ま
す
。

保
険
料
納
付
は
、
支
払
い
の
手

間
や
時
間
が
省
け
る「
口
座
振
替
」

が
便
利
で
す
。
ま
た
、
保
険
料
を

「
前
納
」
す
る
と
割
引
が
あ
り
ま

す
。

◇
問
い
合
わ
せ

住
民
課
　
（
32
）
２
１
１
５

平
成
17
年
４
月
か
ら

18
年
３
月
ま
で
の

国
民
年
金
保
険
料
は

月
額
１
３
、
５
８
０
円

国
民
年
金
保
険
料
の

口
座
振
替
割
引
制
度
が

拡
充
さ
れ
ま
す

国
民
年
金
基
金
の
掛
金
と

国
民
年
金
の
保
険
料
を

合
わ
せ
て
口
座
振
替

し
て
い
る
人

月
々
の
口
座
振
替
に
早
割

（
当
月
保
険
料
の
当
月
末
引
落
し
）

制
度
が
で
き
ま
し
た

月
30
日
（
今
年
は
４
月
末
日
が
休

日
の
た
め
５
月
２
日
）
ま
で
に
金

融
機
関
な
ど
の
窓
口
で
の
支
払
い

が
可
能
で
す
。

口
座
振
替
で

の
前
納
は
、
平

成
17
年
３
月
中

旬
ま
で
に
、
金

融
機
関
ま
た
は
社
会
保
険
事
務
所

で
手
続
き
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
希
望
の
人
は
お
早
め
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
３
月

下
旬
以
降
の
お
申
し
込
み
は
、
４

月
分
か
ら
の
口
座
振
替
に
間
に
合

わ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
特
に

金
融
機
関
を
経
由
し
て
お
申
し
込

み
す
る
場
合
は
、
お
早
め
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
）

口
座
振
替
日
は
４
月
30
日
（
今

年
は
４
月
末
日
が
休
日
の
た
め
５

月
２
日
）
で
す
。
な
お
、
既
に
口

座
振
替
で
前
納
さ
れ
て
い
る
人

は
、届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

保
険
料

通
常
の
引
落
月

早
割
制
度
に

よ
る
引
落
月

３
月
分

４
月
末
日

４
月
末
日

４
月
分

５
月
末
日

５
月
分

６
月
末
日

５
月
末
日

※4月分以降の保険料から40円割引
※口座振替日は月末が金融機関の非営業日
の場合は翌営業日

平成17年3月中にお申し込みされた場合
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役
場
で
は
引
き
取
り
が

で
き
な
く
な
り
ま
す

宝
く
じ
助
成
で

半
て
ん
を
購
入

「
高
根
地
区
祭
を
守
る
会
」
で
は
、

平
成
16
年
度
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業(

宝
く
じ
助
成)

の
補
助
を
受
け
て
、

お
祭
に
使
用
す
る
半
て
ん
な
ど
を
購
入

し
ま
し
た
。

会
で
は
老
若
男
女
が
世
代
を
超
え
て

楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
祭
を
通
し
て
、

新
た
な
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
構
築
す

る
た
め
に
、
子
供
た
ち
が
主
体
と
な
っ

国
民
健
康
保
険
証
が

カ
ー
ド
に
変
わ
り
ま
す

４
月
１
日
か
ら
国

民
健
康
保
険
証
が
１

人
１
枚
の
カ
ー
ド
に

変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い

る
保
険
証
は
平
成
17

年
３
月
31
日
で
有
効

期
限
切
れ
と
な
り
ま

す
の
で
４
月
か
ら
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

古
い
保
険
証
は
返
却
す
る
か
各
自
で
ハ

サ
ミ
を
入
れ
て
処
分
し
て
く
だ
さ
い
。

新
し
い
保
険
証
（
一
般
被
保
険
者
用
＝

青
紫
色
、
退
職
被
保
険
者
用
＝
赤
紫
色
）

は
３
月
下
旬
ご
ろ
に
配
達
記
録
郵
便
で

郵
送
し
ま
す
の
で
次
の
点
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
な
ど
が
違

っ
て
い
た
り
、
す
で
に
社
会
保
険
な
ど

に
加
入
し
て
い
る
人
は
す
ぐ
に
届
出
を

し
て
く
だ
さ
い
。

引
き
続
き
入
院
、
通
院
す
る
人
は
必

ず
新
し
い
保
険
証
を
医
療
機
関
の
窓
口

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
ー
ド
化
に
伴
い
保
険
証
の
サ
イ
ズ

が
小
さ
く
な
り
ま
す
の
で
、
紛
失
し
な

い
よ
う
管
理
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

☆
遠
隔
地
用
保
険
証
の
取
扱
い

こ
れ
ま
で
仕
事
の
都
合
な
ど
で
交
付

し
て
い
た
遠
隔
地
用
の
保
険
証
は
、
廃

止
さ
れ
ま
す
。
た
だ
し
、
施
設
な
ど
に

入
所
し
て
い
る
人
で
他
の
市
町
村
へ
転

出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
届
出
が
必
要

に
な
り
ま
す
。

☆
学
生
な
ど
の
取
扱
い

就
学
な
ど
の
た
め
に
他
の
市
町
村
へ

転
出
す
る
場
合
及
び
す
で
に
転
出
さ
れ

て
い
る
人
は
窓
口
で
の
届
出
が
必
要
に

な
り
ま
す
。（
在
学
証
明
書
を
添
付
）

◇
問
い
合
わ
せ

住
民
課
　
　
（
32
）
２
１
１
５

購入した半てん

４
月
１
日
よ
り
不
要
な
犬
や
ね
こ
の
引
き

取
り
が
、役
場
で
は
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

引
き
取
り
依
頼
頭
数
の
削
減
を
図
る

た
め
に
、
引
き
取
り
指
定
場
所
が
集
約

さ
れ
、
県
の
施
設
の
み
と
な
り
ま
す
。

◇
指
定
場
所

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン

タ
ー
・
長
生
保
健
所
な
ど

◯
指
定
の
場
所
・
曜
日
を
厳
守

長
生
保
健
所
は
毎
週
水
曜
日
、（
祝
祭
日

の
場
合
は
行
い
ま
せ
ん
）

◯
飼
い
主
の
責
任
と
し
て
、
輸
送
車
に

乗
せ
る
ま
で
立
ち
会
う

☆
引
取
り
頭
数
を
減
ら
す
た
め
に
は
？

平
成
15
年
度
の
千
葉
県
の
致
死
処
分

頭
数
は
全
国
１
位
で
す
。
捕
獲
、
引
き

取
り
さ
れ
た
犬
・
ね
こ
の
ほ
と
ん
ど
は

致
死
処
分
さ
れ
ま
す

◯
動
物
を
飼
い
始
め
る
前
に
、
動
物
を

飼
え
る
住
宅
事
情
か
、
世
話
を
す
る
人

が
い
る
か
な
ど
十
分
検
討
す
る

◯
不
幸
な
命
を
増
や
さ
な
い
た
め
に
、

不
妊
・
去
勢
手
術
を
受
け
さ
せ
る
（
引

き
取
ら
れ
た
犬
の
67
％
が
子
犬
、
ね
こ

の
83
％
が
子
ね
こ
で
す
）

◯
安
易
に
飼
養
放
棄
せ
ず
終
生
飼
う

◯
や
む
を
得
ず
継
続
し
て
飼
え
な
く
な

っ
た
場
合
は
、
新
し
い
飼
い
主
を
探
す

◯
繁
殖
の
防
止
、
近
隣
へ
の
迷
惑
行
為
、

疾
病
の
防
止
の
た
め
、
ね
こ
は
室
内
で

飼
う
よ
う
に
努
め
る

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
保
健
所
　
（
22
）
５
１
６
７

千
葉
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

０
４
７
６
（
93
）
５
７
１
１

て
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

企
画
財
政
課
　
（
32
）
４
７
４
３

身
体
障
害
者
相
談
員

ご
存
知
で
す
か

身
体
障
害
者
相
談
員
・
知
的
障
害
者

相
談
員
は
千
葉
県
知
事
か
ら
委
嘱
を
受

け
て
、
障
害
者
本
人
ま
た
は
そ
の
保
護

者
か
ら
更
生
援
護
な
ど
の
相
談
に
応
じ

必
要
な
指
導
、
助
言
な
ど
を
行
い
ま
す
。

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
長
生
村
身
体
障
害
者
福
祉
会

で
は
障
害
者
の
自
立
、
会
員
の
親
睦
を

深
め
る
た
め
、
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
参
加
し
た
り
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
の
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
随
時
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
身
体
障
害
者
相
談
員

林
　
　
文
雄
　
（
32
）
１
５
５
１

齋
藤
　
和
雄
　
（
32
）
１
８
０
９

○
知
的
障
害
者
相
談
員

米
倉
　
京
子
　
（
32
）
３
０
４
６

見 本

「ふれあいと　対話が築く　明るい社会」 「通いあう　心が摘み取る　非行の芽」
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特別障害給付金制度が
始まります

この制度は、過去に国民年金
に加入しない期間に、障害にな
って公的年金制度から障害年金
を受けられない人に、福祉的措
置により、給付金を支給する制
度です。
＜対象者＞
①平成3年3月以前の国民年金任
意加入対象者であった学生
②昭和61年３月以前の国民年金
任意加入対象者であった厚生年
金等に加入していた人の配偶者
①及び②に該当する人で、任

意加入しなかった期間中に生じ
た傷病が、現在、障害基礎年金
の1・2級相当の障害の状態にあ
る人です。
＜請求方法＞
①受付は、4月1日から住所地の
市区役所及び町村役場の窓口で
行います。
②支給の起算日は請求月の翌月
となりますので、4月中に請求く
ださい。
③対象者であるか、障害の程度
が該当するかどうか細かく確認
いたしますので、決定まで数カ
月かかりますので、あらかじめ
ご了承ください。
◇問い合わせ
詳しくは、お近くの社会保険事

務所・社会保険事務局までお願い
します。
千葉社会保険事務所

043-290-8770・8970
千葉社会保険事務局

043-207-8841・8842

村
で
は
、
ご
み
の
減
量
と
リ
サ
イ
ク

ル
を
よ
り
推
進
す
る
た
め
、
生
ご
み
を

処
理
す
る
「
家
庭
用
生
ご
み
処
理
機
」

を
購
入
し
た
人
に
、
そ
の
購
入
費
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。

◇
交
付
対
象

長
生
村
に
住
所
を
有
し
、

現
に
居
住
し
て
い
る
人
。
購
入
費
の

２
分
の
１
以
内
で
２
０
、
０
０
０
円
が

限
度
で
す
。
１
世
帯
当
た
り
５
年
度
に

つ
き
１
基
。
１
日
の
最
大
処
理
量
が

1.5
kg
以
上
の
も
の
と
し
ま
す

◇
申
請
に
必
要
な
も
の

領
収
書
、
説
明

書
、
保
証
書
、
印
鑑
、
振
込
み
口
座
番
号

（
郵
便
局
以
外
）

◇
申
請
・
問
い
合
わ
せ

下
水
環
境
課
　
（
32
）
２
４
９
４

生
ご
み
処
理
機
購
入

補
助
金
に
つ
い
て

「
夢
た
く
す
　
明
る
い
政
治
に
　
こ

の
一
票
」
３
月
13
日
（
日
）
は
千
葉
県

知
事
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

◇
投
票
日

３
月
13
日
（
日
）

◇
投
票
時
間

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

◇
投
票
所

第
１
投
票
所
　
八
積
小
学
校
体
育
館

第
２
投
票
所
　
高
根
小
学
校
体
育
館

３
月
13
日
は
千
葉
県

知
事
選
挙
の
投
票
日

������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������国民年金 

第
３
投
票
所
　
一
松
小
学
校
体
育
館

◯
投
票
で
き
る
人

①
日
本
国
民
で
あ
る
こ
と

②
満
20
歳
以
上
の
人
（
昭
和
60
年
３
月

14
日
以
前
に
生
ま
れ
た
人
）

③
平
成
16
年
12
月
１
日
ま
で
に
本
村
に

住
民
登
録
を
し
て
い
る
人
で
、
村
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人

④
投
票
日
現
在
で
、
公
職
選
挙
法
な
ど

に
よ
る
選
挙
権
と
被
選
挙
権
の
停
止

を
受
け
て
い
な
い
人

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
で

投
票
に
い
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票

ま
た
は
、
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

◇
期
日
前
投
票
（
不
在
者
投
票
）
期
間

２
月
25
日
（
金
）
〜
３
月
12
日
（
土
）

◇
期
日
前
投
票
（
不
在
者
投
票
）
時
間
　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

◇
期
日
前
投
票
所
（
不
在
者
投
票
所
）

長
生
村
役
場
２
階
会
議
室

※
投
票
所
入
場
券
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

◯
住
所
変
更
を
し
た
人
へ

①
１
月
31
日
以
降
に
村
内
で
住
所
変
更

の
届
出
を
し
た
人
は
、
旧
住
所
地
の

投
票
所
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い

②
平
成
16
年
12
月
２
日
以
降
に
県
内
の

他
市
町
村
か
ら
本
村
に
転
入
届
出
を
し

（
移
転
は
一
回
に
限
る
）
前
住
所
地
の

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
人
は
、

投
票
日
当
日
に
前
住
所
地
の
投
票
所
で

投
票
す
る
か
、
前
日
ま
で
に
前
住
所
地

で
期
日
前
投
票
を
ま
た
は
本
村
に
お
い

て
不
在
者
投
票
を
（
請
求
手
続
き
は
前

住
所
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
へ
）
し
て

く
だ
さ
い

※
②
の
場
合
、
本
村
住
民
課
で
発
行

（
無
料
）
す
る
「
引
き
続
き
住
所
を
有
す

る
旨
の
証
明
書
」
が
必
要
で
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

長
生
村
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）

（
32
）
２
１
１
１

せんきょ君
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村村のの
でできき
ごごとと

いろ
いろ

八
積
小
に
40
台
、
一
松
小
に
34
台
の
パ
ソ

コ
ン
が
２
月
に
新
規
導
入
さ
れ
ま
し
た
。（
高

根
小
は
昨
年
度
導
入
さ
れ
ま
し
た
）

八
積
小
で
は
パ
ソ
コ
ン
ク
ラ
ブ
で
早
速
利

用
さ
れ
、
小
学
生
用
の
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
イ

ラ
ス
ト
を
描
い
た
り
し
ま
し
た
。

な
お
、
今
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
パ
ソ
コ
ン

は
各
教
室
に
振
り
分
け
ら
れ
、
休
み
時
間
に

児
童
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
調
べ
も
の
す

る
た
め
に
利
用
さ
れ
ま
す
。

小
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
が

新
し
く
な
り
ま
し
た

長
生
中
学
校
の
２
年
生
１
４
６
人
が
２
月
２
日
、
３
日
に
総
合
的
な
学
習
の
一
環
と
し
て

村
内
外
の
事
業
所
を
訪
問
し
、
職
場
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

職
場
体
験
は
生
徒
た
ち
に
職
業
に
関
す
る
理
解
を
深
め
さ
せ
、
将
来
の
生
活
へ
の
視
野
を

広
げ
る
た
め
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

職
種
は
様
々
で
病
院
や
保
育
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ホ
テ
ル
、
美
容
院
な
ど
35
の
事
業
所
で

実
際
の
仕
事
を
体
験
し
ま
し
た
。

消
防
署
で
救
出
訓
練
を
体
験
し
た
生
徒
は
高
さ
７
ｍ
の
鉄
塔
を
実
際
に
ロ
ー
プ
を
使
っ
て

渡
り
、「
渡
る
前
は
恐
か
っ
た
が
、
思
っ
て
い
た
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
」
と
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。
こ
の
２
日
間
は
貴
重
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

長
生
中
の
２
年
生

１
４
６
人
が
職
場
体
験
を
し
ま
し
た

見た目以上に恐かったようです

こ
の
記
事
を
作
り
ま
し
た

�
松
井
　
雄
史
君
　
　
　
�
御
園
　
涼
平
君

保育園で園児たちとのふれあい

食器の多さにビックリ!!

整備が進む学校教育
7

農
業
経
営
の
基
盤
強
化
に
取
り
組
ん
で
い

る
松
本
勝
義
さ
ん
（
入
山
津
）
が
農
林
水
産

省
経
営
局
長
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

表
彰
式
は
１
月
31
日
、
農
林
水
産
省
講
堂

で
開
催
さ
れ
た
全
国
経
営
政
策
推
進
研
究
大

会
に
お
い
て
行
わ
れ
、
松
本
さ
ん
は
個
人
・

土
地
利
用
型
部
門
で
の
受
賞
。
経
営
規
模
の

積
極
的
な
拡
大
や
営
農
組
織
に
よ
る
農
業
機

械
の
共
有
化
に
よ
る
低
コ
ス
ト
の
生
産
な
ど

を
進
め
た
こ
と
が
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

松
本
勝
義
氏
が
農
林

水
産
省
経
営
局
長
賞
受
賞

表彰状を授与される松本氏

お
見
事
！
今
年
も
盛
大
に

長
生
む
ら
演
芸
ま
つ
り

「
第
26
回
長
生
む
ら
演
芸
ま
つ
り
」
が
２
月
11
日
に
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

ホ
ー
ル
で
は
各
自
治
会
の
代
表
や
公
民
館
教
室
生
な
ど
に
よ
る
演
芸
が
披
露
さ
れ
、

み
な
さ
ん
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
盛
況
で
し
た
。

ま
た
文
化
会
館
ロ
ビ
ー
で
は
公
民
館
教
室
生
に
よ
る
作
品
が
展
示
さ
れ
、
訪
れ
た

観
衆
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。岩沼自治会代表による「高柳の大太鼓」

見事な踊りを披露しました（曽根自治会）

驚自治会によるカラオケ「鶴と亀」

公民館教室生の作品も展示されました
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健
診
と
予
防
接
種

▽
胃
が
ん
検
診

と
　
き
＝
３
月
１
日
（
火
）
〜

５
日
（
土
）
・
７
日

（
月
）
・
８
日
（
火
）

受
　
付
＝
午
前
７
時
30
分
〜

９
時
30
分

▽
一
歳
半
健
診

（
Ｈ
15
年
８
月
・
９
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
10
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
〜
２
時

「乳がんについて」健康づくり講演会（保健センター）

保健衛生推進員の保健衛生推進員の
活動報告活動報告

健康コーナー

このページの問い合わせ　保健センター 32ｰ6800

今月31日をもって、今期保健衛生推進員の3年間
の活動が終わります。
妊婦・新生児訪問、各種検診のお手伝い、3歳児

健診時の手づくりおやつの配布やちびっこクッキン
グなどの食生活改善活動、各種研修会への参加など
活動の範囲はたいへん広く、3年間の活動のなかで
はいろいろな人たちとの出会いがありました。
この3年間で培った知識や技術、人の和などあら

ゆるものを地域の人たちに還元していきたいと思い
ます。
また、新しく推進員として活動してくださる46

人のみなさんには「3年間の活動が終わるときには
きっと充実した思いでいっぱいですよ」とエールを
送りたいと思います。
地域住民のみなさんのご協力で

無事任期を務め終えられたことを
心より感謝いたします。ありがと
うございました。

長生村保健衛生推進協議会　会長　御園勝子

今
月
の
健
康
相
談

▽
と
　
き

３
月
11
日
（
金
）

25
日
（
金
）

▽
受
　
付

午
前
９
時
〜
11
時

30
分

▽
内
　
容

血
圧
測
定
・
血
液

検
査
・
尿
検
査
・

▽
乳
児
健
診

（
Ｈ
16
年
３
月
・
８
月
・
11
月
生
）

と
　
き
＝
３
月
17
日
（
木
）

受
　
付
＝
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

こ
ど
も
予
防
接
種

週
間
に
つ
い
て

▽
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
教
室

と
　
き
＝
３
月
９
日
（
水
）

受
　
付
＝
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

尿
中
塩
分
測
定
・

み
そ
汁
塩
分
測
定
・

保
健
指
導
・
栄
養

指
導
な
ど

※
25
日
は
運
動
指
導
も
行
い
ま
す

の
で
、
初
め
て
の
人
は
保
健
セ
ン

タ
ー
に
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

◯今月のおしゃべり広場は9日（水）と24日（木）、午前９時～正午までです。

各
種
教
室
の
開
催

３
月
１
日(

火)

か
ら
７
日(

月)

は
、
こ
ど
も
予
防
接
種
週
間
で
す
。

４
月
か
ら
の
入
園
、
入
学
に
備

え
て
、
対
象
の
予
防
接
種
が
期
間

内
に
済
ん
で
い
る
か
母
子
健
康
手

帳
で
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

特
に
麻
し
ん
は
重
症
化
す
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
子
さ
ん
の

体
調
の
良
い
時
に
早
め
に
受
け
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
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保健師だより

がんを3つの方法で
予防・撃退しよう！！予防・撃退しよう！！

今月の担当は川島です

１
次
予
防

つ
く
ら
せ
な
い

が
ん
を
予
防
す
る
に
は
、
た

ば
こ
を
吸
う
、
食
塩
を
取
り
す

ぎ
る
な
ど
が
ん
に
か
か
る
危
険

性
を
高
め
る
生
活
習
慣
を
改
め
、

バ
ラ
ン
ス
の
よ
い
食
事
を
と
り

適
度
な
運
動
を
す
る
な
ど
、
が

ん
に
か
か
り
に
く
い
生
活
習
慣

を
築
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

●
ま
ず
食
事
か
ら

①
が
ん
予
防
に
効
果
が
あ
る
ビ

タ
ミ
ン
Ａ
・
Ｃ
・
Ｅ
を
積
極
的

に
と
り
ま
し
ょ
う

細
胞
を
が
ん
化
さ
せ
る
活
性

酸
素
の
害
を
抑
え
る
ビ
タ
ミ
ン

Ａ
が
多
く
含
ま
れ
る
緑
黄
色
野

菜
を
毎
日
食
べ
ま

し
ょ
う
。（
に
ん
じ

ん
・
ほ
う
れ
ん

草
・
小
松
菜
・
春

菊
・
に
ら
な
ど
）

体
の
免
疫
力
を
高
め
イ
ラ
イ

ラ
を
鎮
め
発
が
ん
作
用
を
弱
め

る
効
果
の
高
い
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は
、

体
内
で
合
成
で
き
な
い
の
で
食

品
か
ら
直
接
と
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。（
パ
セ
リ
・
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー
・
ピ
ー
マ
ン
・
い
ち
ご
・
キ

ウ
イ
・
レ
モ
ン
な
ど
）

②
毎
食
後
緑
茶
を
飲
み
ま
し
ょ

う
緑
茶
の
渋
み
の
成
分
で
あ
る

カ
テ
キ
ン
に
も
が
ん
を
予
防
す

る
働
き
が
あ
り
ま

す
。
毎
食
後
に
緑

茶
を
飲
む
習
慣
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

③
が
ん
成
分
の
掃
除
役
の
食
物

繊
維
を
毎
日
と
り
ま
し
ょ
う

食
物
繊
維
は
消
化
さ
れ
に
く

く
、
腸
内
を
移
動
し
な
が
ら
コ

レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
が
ん
を
起
こ

す
成
分
を
吸
着
し
、
そ
の
殆

ほ
と
ん

ど

は
便
と
し
て
排
泄
さ
れ
ま
す
。

（
海
藻
・
納
豆
・
お
か
ら
・
ひ
じ

き
・
切
干
大
根
・
野
菜
・
い
も

類
な
ど
）

●
適
度
な
運
動
で免

疫
力
ア
ッ
プ

適
度
な
運
動
は
心
身
を
健
康

に
保
ち
体
の
免
疫
力
を
高
め
ま

す
。
無
理
な
く

楽
し
く
続
け
ら

れ
る
運
動
を
ぜ

ひ
と
り
い
れ
て

く
だ
さ
い
。

●
ス
ト
レ
ス
を
解
消
し

と
に
か
く
笑
お
う
！

ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
た
め

に
は
そ
の
原
因
と
な
る
も
の
を

取
り
除
け
ば
い
い
の
で
す
が
そ

う
簡
単
に
は
い
か
な
い
も
の
で

す
。
趣
味
で
気
晴
ら
し
を
し
た

り
、
家
族
や
仲
間
と
楽
し
い
時

間
を
過
ご
し
た
り
し
て
、
自
分

な
り
の
気
分
転
換
法
を
い
く
つ

か
も
つ
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

が
ん
細
胞
を
攻
撃
し
て
く
れ

る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
キ
ラ
ー
細
胞
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

細
胞
は
笑
え
ば

笑
う
ほ
ど
活
性

化
し
免
疫
力
を

高
め
て
く
れ
ま

す
。
喜
劇
や
漫

画
・
テ
レ
ビ
な
ど
、
自
分
の
お

も
し
ろ
い
と
思
う
も
の
で
思
い

っ
き
り
笑
っ
て
く
だ
さ
い
。

２
次
予
防早

期
に
発
見
す
る

が
ん
検
診
で
早
期
に
が
ん
を

発
見
し
他
の
臓
器
に
転
移
す
る

前
に
治
療
し
て
し
ま
う
の
が
２

次
予
防
で
す
。
発
見
が
早
け
れ

ば
治
る
確
率
も
高
く
な
り
ま
す
。

定
期
的
に
が
ん
検
診
を
受
け
ま

し
ょ
う

◯
胃
が
ん
検
診
が
始
ま
り
ま
す

３
月
１
日
か
ら
５
日
・
７

日
・
８
日
（
７
日
間
）
保
健
セ

ン
タ
ー
で
胃
集
団
検
診
を
行
い

ま
す
。

40
歳
以
上
で
申
し
込
み
の
あ

っ
た
人
は
問
診
票
を
送
付
し
て

あ
り
ま
す
の
で
期
間
内
に
必
ず

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

３
年
間
村
の
検
診
を
受
け
て
い

な
い
人
や
節
目
の
年
齢
の
人

（
40
歳
・
42
歳
・
50
歳
・
60
歳
）

に
も
別
途
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。
ご
自
身
の
健
康
管
理
の
た

め
に
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
受
診
し

て
く
だ
さ
い
。

３
次
予
防

よ
り
早
く
叩
く

適
切
な
治
療
を
続
け
る
こ
と

で
が
ん
を
叩
き
、
が
ん
細
胞
を

消
滅
さ
せ
た
り
成
長
を
遅
ら
せ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
３
次
予

防
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
（
外

科
療
法
・
放
射
線
療
法
・
化
学

療
法
・
ホ
ル
モ
ン
療
法
・
免
疫

療
法
･
レ
ー
ザ
ー
療
法
な
ど
）

で
が
ん
と
闘
い
、「
が
ん
で
死
な

な
い
」
た

め
に
最
善

を
尽
く
す

こ
と
で
す
。
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す
こ
や
か
な
成
長
を

子
の
名
　
　

親

地
　
区

片
山
　
莉
緒

誠

七
井
土

緑
川
　
大
地

準
人
　
金
　
田

安
藤
　
啓
刀

年
男
　
南
　
部

佐
藤
　
遥
人

誠

市
ヶ
谷

矢
部
　
愛
莉

恵
三
　
信
　
友

野
口

渚

英
則
　
岩
　
沼

久
我
　
拓
人

英
樹
　
岩
　
沼

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

亡
く
な
っ
た
人

年
齢
　
地
　
区

藍
　
　
高
志
　
86
歳
　
七
井
土

酒
井
ち
　
乃
　
95
歳
　
大
坪
東
部

出
生
・
死
亡
（
１
月
受
付
）

ただ今夢中！（ 2 2）

今
回
は
発
足
10
年
目
と
な
る
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
で
す
。

毎
週
木
曜
日
の
午
後
７
時
か
ら

９
時
ま
で
文
化
会
館
の
会
議
室
で

練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
見
た
感
じ

と
て
も
華
や
か
で
、
カ
ッ
コ
良
く

リ
ズ
ム
感
の
あ
る
と
て
も
魅
力
的

な
ダ
ン
ス
で
す
よ
」
と
代
表
の
御

園
直
美
さ
ん
。

他
の
ク
ラ
ブ
員
に
も
お
聞
き
し

た
と
こ
ろ
「
体
調
が
よ
く
な
っ
た
」

な
ど
健
康
管
理
に
と
て
も
よ
い
と

好
評
で
す
。

ジ
ャ
ズ
ダ
ン
ス
は
ジ
ャ
ズ
の
リ

ズ
ム
に
合
わ
せ
て
踊
る
ダ
ン
ス
で

す
が
、
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
ポ
ッ
プ

ス
な
ど
流
行
り
の
リ
ズ
ム
も
取
り

ジャズダンスクラブ

入
れ
て
い
ま
す
。

現
在
ク
ラ
ブ
員
13
人
全
員
女
性

で
、
み
ん
な
仲
良
く
和
気
あ
い
あ

い
と
し
て
い
ま
す
が
、
練
習
は
基

礎
的
な
ス
ト
レ
ッ
チ
か
ら
始
ま
り

と
て
も
真
剣
で
す
。

村
の
文
化
祭
や
茂
原
市
で
開
催

さ
れ
る
洋
舞
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で

練
習
の
成
果
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

講
師
の
山
口
美
良
先
生
は
月
２

回
東
京
か
ら
指
導
に
来
て
く
れ
て

い
て
と
て
も
気
さ
く
な
先
生
で
す
。

ク
ラ
ブ
員
は
随
時
募
集
し
て
い

ま
す
。
初
心
者
で
も
大
歓
迎
で
す
。

興
味
の
あ
る
人
は
練
習
を
の
ぞ

い
て
み
ま
せ
ん
か
。

◇
問
い
合
わ
せ

御
園
直
美
　
（
32
）
０
７
５
６

消防団員を募集消防団員を募集
消防団は、普段は自分の仕事を持ちな
がら地域の安全と安心を守るために活躍
する人たちの集まりで、公的な消防機関
です。
火災や災害時に出動し、地域から信頼
を得ていますが、一方では団員の不足や
高齢化という問題も抱えています。
あなたも地域防災のリーダーとして、
活躍してみませんか。
◇入団資格
・長生郡市内に居住の人
・18歳以上の健康な男性
◇問い合わせ 総務課　　　32-2111

消防団員による放水訓練

11

は４月から
広報

人口と世帯

■人口

男　7,378人 (-   9)

女　7,471人 (-   1)

計 14,849人 (-10)

■世帯数

5,132戸 (+  4)

2月１日現在・（ ）内は先月比

写真写真
ささししああげげまますす
広報に掲載した写真
さしあげます
◇総務課広報広聴係

32ｰ2111

東
間
　
惣
次
　
92
歳
　
　
驚

楳
澤
　
菊
治
　
87
歳
　
曽
　
根

坂
元
　
正
文
　
78
歳
　
入
山
津

嶋
岡
　
宗
光
　
70
歳
　
信
　
友

諸
岡
　
な
つ
　
84
歳
　
一
松
新
屋
敷

田
中
　
文
子
　
77
歳
　
下
　
村

野
口
　
　
　
　
94
歳
　
岩
　
沼

植
草
　
文
雄
　
69
歳
　
信
　
友

伊
藤
　
喜
市
　
80
歳
　
信
　
友

こ
の
欄
へ
掲
載
を
望
ま
な
い
人
は
、
届

出
時
に
窓
口
へ
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

僕僕僕僕 のののの 夢夢夢夢
私私私私 のののの 夢夢夢夢

私の夢は、おかし作り教室の先生に
なることかほいく園の先生になりたい
です。なんでおかし作り教室の先生に
なりたいかというとお客さまが来ても
おかしを作ってあげられるからです。

青木　佳恵さん

高　根　小

３　年

僕は、大きくなったら電気屋さんに
なりたいと思います。
そのわけは最近、家のパソコンちょ
うしが悪くて、遊べなくなったからで
す。電気屋さんになって直したいです。

輿　　正洋くん

八　積　小

４　年

予算を効率良く活かすため、「広報ちょうせい」が４
月号からすべて２色刷りとなります。
これまでの「カラー、二色刷り」の経費と比べ、年

間約16パーセント（既成条件で算出）を削減できます。
また、内容、レイアウトの見直しのため村の美術館、
ネイチャ－フォト、今月の料理、今月のケーキ、シリ
ーズ人、ただ今夢中！のコーナは今月で終了させてい
ただきます。
「広報ちょうせい」に関するご意見、ご感想などは、
総務課広報広聴係　　32-2111にお願いします。

二色刷りになります

印刷経費を16％削減！

ご協力いただいたみなさんありがとうございました
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？
図書券が当たるよ図書券が当たるよ
クイズなんでも ちょうせいちょうせい
問　題
千葉県知事選挙の投票日は何月何日？

１、３月13日　２、３月14日　３、４月1日
◇応募方法 はがきに答えの番号、広報ちょ
うせいに対する意見を記入して応募してく
ださい。
◇応募先 〒299ｰ4394 長生村本郷１ー７７
長生村役場総務課広報広聴係
◇締め切り 3月14日
◇賞　品 抽選で３人に図書券を差し上げます。
◇先月の答え ３、26回
◇当選者　石井一子さん、鈴木喜代美さん

高橋和子さん

村の
50選⑫

▼
村
内
に
あ
る
道
祖
神
・
道
標

昔
は
ど
こ
の
村
里
に
も
、
村

境
や
道
路
の
辻
、
峠
な
ど
に
道

祖
神
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

道
祖
神
の
本
来
の
意
味
は
「
道

路
の
守
護
神
と
し
て
村
境
を
守

り
、
村
人
に
安
泰
を
旅
人
に
安

全
を
も
た
ら
す
神
」
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
村
内
に
は
今
で
も

通
行
人
に
方
向
や
距
離
を
示
す

た
め
に
作
ら
れ
た
道
標
が
残
さ

過
去
か
ら
未
来
へ

残
し
た
い
長
生
村
50
選

鈴鹿神社にある道祖神（驚地区）

「
自
分
が
選
ば
れ
る
な
ん
て

夢
に
も
思
い
ま
せ
ん
で
し
た

よ
」
と
話
し
て
く
れ
た
の
は
、

日
本
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会

主
催
の
平
成
16
年
度
の
Ｕ
ー
15

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
エ
ン
デ
バ
ー

（
関
東
選
抜
）
に
選
出
さ
れ
た

三
富
修
平
さ
ん(

宮
ノ
台)

。

中
学
２
年
生
の
三
富
さ
ん
は

ま
だ
、
あ
ど
け
な
さ
を
感
じ
ま

し
た
が
、
１
８
８
cm
の
長
身
か

ら
く
り
だ
さ
れ
る
シ
ュ
ー
ト
は

正
確
で
ド
リ
ブ
ル
も
ス
ピ
ー
ド

感
あ
ふ
れ
、
と
て
も
中
学
２
年

生
の
プ
レ
イ
に
は
見
え
ま
せ
ん

で
し
た
。

と
に
か
く
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

が
大
好
き
で
練
習
も
ひ
と
き
わ

大
き
な
声
を
出
し
、
キ
ャ
プ
テ

ン
と
し
て
も
部
を
ま
と
め
て
い

ま
す
。

ま
た
、
セ
ン
タ
ー
プ
レ
イ
ヤ

ー
と
し
て
長
生
中
バ
ス
ケ
部
の

攻
撃
の
要
で
も
あ
り
チ
ー
ム
得

点
王
で
も
あ
り
ま
す
。

入
部
し
て
か
ら
指
導
を
し
て

い
る
顧
問
の
市
原
先
生
は
「
身

長
の
わ
り
に
ス
ピ
ー
ド
が
あ
り

身
体
能
力
も
優
れ
て
い
ま
す
。

本
人
の
努
力
次
第
で
も
あ
り
ま

す
が
将
来
は
全
日
本
代
表
に
選

ば
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
逸

材
」
と
高
く
評
価
し
て
い
ま
す
。

バ
ス
ケ
ッ
ト
の
魅
力
と
将
来

の
夢
は
と
の
質
問
に
「
３
ポ
イ

ン
ト
シ
ュ
ー
ト
な
ど
得
点
を
決

め
た
と
き
の
快
感
が
た
ま
ら
な

い
。
将
来
は
Ｎ
Ｂ
Ａ
で
プ
レ
イ

で
き
た
ら
い
い
で
す
ね
」
と
明
る

人人人人
夢
は
Ｎ
Ｂ
Ａ
プ
レ
イ
ヤ
ー

三
富
　
修
平
さ
ん

みとみ・しゅうへい 平成２年４月　
21日生まれ、現在一松宮ノ台在住。
小学校５年生の時にバスケットボー
ルを始める。現在、長生中バスケ部
に所属。

シリーズ
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いちごのショートケーキいちごのショートケーキ

●材料（18cm丸型）
スポンジ
・卵・・・・・・・2個
・砂糖・・・・・・60g
・薄力粉・・・・・60g
・牛乳・・・・・・大1

クリーム
・生クリーム・・・200ml
・砂糖・・・・・・15g
・いちごジャム・・80～100g

・飾り用いちご

●作り方
①ボールに卵を割りいれ砂糖を加える。白っぽくもったり
するまで泡だてる。
②ふるっておいた粉をもう一度ふるいながら加え、ゴムベ
ラでさっくり混ぜ合わせる。室温に出しておいた牛乳を
回し入れ底から大きく返すように混ぜる。170℃で25分
くらい焼く。冷めてから2枚にスライスする。
③生クリームに砂糖とジャムを加え、塗りやすい固さにな
るまでホイップする。
④型にスポンジを1枚敷き③のクリームをたっぷりのせる。
平らにしてもう1枚のスポンジを置く。上にもクリーム
を塗る。冷蔵庫に入れて落ち着かせる。
⑤型から抜き、側面にもクリームを塗る。
⑥いちごをスライスし、上面と側面をきれいに飾る。

☆型は底の抜けるものが使いやすいでしょう。

◯作り方に関する問い合わせは、樫崎麻由美さんまで。
32-5123

れ
て
い
ま
す
。

▼
中
将
堰
（
金
田
地
区
）

向
島
堰
（
中
之
郷
地
区
）

一
町
歩
堰
（
曽
根
地
区
）

村
内
に
は
か
つ
て
多
く
の
沼
地

が
広
が
っ
て
お
り
、
子
ど
も
た
ち

の
身
近
な
遊
び
場
に
も
な
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
の
後
、
多
く
は
水
田

へ
と
変
わ
り
姿
を
消
し
て
い
き
ま

し
た
が
い
く
つ
か
は
形
を
変
え
、

農
業
用
の
た
め
池
と
し
て
今
で
も

残
っ
て
い
ま
す
。

チ
ー
ム
メ
イ
ト
と
の
一
枚

（
前
列
中
央
が
三
富
さ
ん
）

く
笑
顔
で
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

バ
ス
ケ
を
は
じ
め
た
の
は
、

小
学
校
５
年
生
の
時
に
友
達
に

さ
そ
わ
れ
て
地
元
の
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
長
生
エ
ン
ジ

ェ
ル
ス
に
入
っ
た
の
が
き
っ
か

け
だ
そ
う
で
、
当
時
か
ら
身
長

は
１
７
５
cm
を
超
え
て
い
た
そ

う
で
す
。

エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
コ
ー
チ
と

し
て
指
導
し
て
い
た
中
村
敬
紀

さ
ん
は
「
当
時
は
ま
だ
、
荒
削

り
で
し
た
が
練
習
に
取
り
組
む

姿
勢
が
と
て
も
良
く
、
一
人
で

も
地
道
に
練
習
を
し
て
い
た
の

で
、
こ
の
子
は
も
っ
と
上
手
く

な
る
な
」
と
思
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

技
術
的
な
こ
と
と
チ
ー
ム
目

標
は
と
聞
く
と
「
リ
バ
ウ
ン
ド

な
ど
の
守
備
の
強
化
と
秋
の
新

人
戦
で
28
対
１
０
２
と
大
敗
し

た
白
子
中
を
破
っ
て
郡
大
会
優

勝
」
と
力
強
く
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
白
子
中
戦
で
は
３
人
に

マ
ー
ク
さ
れ
て
し
ま
い
自
分
の

プ
レ
ー
が
で
き
ず
に
と
て
も
悔

し
い
思
い
を
し
た
そ
う
で
す
。

将
来
は
日
本
代
表
と
し
て
、

ま
た
、
Ｎ
Ｂ
Ａ
プ
レ
イ
ヤ
ー
と

し
て
世
界
に
羽
ば
た
い
て
く
だ

さ
い
。

作ってみよう！

今月の
ケーキ

講師の樫崎さん

中将堰（金田地区）

向島堰（中之郷地区）

一町歩堰（曽根地区）



今
回
は
、
公
民
館
バ
ス
で
神
奈
川

県
北
西
部
の
東
丹
沢
山
麗
に
位
置
す

る
、
東
西
12．

６
km
、
南
北
９
km
、

総
面
積
71．

29
km2
、
神
奈
川
県
た
だ

一
つ
の
村
、
清
川
村
「
宮
ケ
瀬
ダ
ム
」

周
辺
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
行
き
ま
す
。

（
雨
天
中
止
）

◇
と
　
き

３
月
19
日
（
土
）

午
前
６
時
、
中
央
公
民
館
前
出
発

◇
交
通
費

２
、
０
０
０
円
（
有
料

道
路
代
ほ
か
）

◇
コ
ー
ス

中
央
公
民
館→

（
高
速
道
）

厚
木→

半
原→

宮
ケ
瀬
湖→

（
徒
歩
）

ダ
ム→

虹
の
大
橋→

レ
イ
ン
ボ
ー
ラ

イ
ン→

大
つ
り
橋
（
歩
行
約
10
km
）

◇
対
　
象

村
民

生
歩
こ
う
会

３
月
の
例
会
案
内

長長長長
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生生生生涯涯涯涯学学学学習習習習
ココココーーーーナナナナーーーー

長生村体育館　32ｰ1144 尼ヶ台総合公園　32ｰ0997

体育施
設の休

館日

体 の設施育 休
館

日

☆
毎
月
第
３
土
曜
日
は

「
少
年
の
日
」
で
す
。

☆
毎
月
第
３
日
曜
日
は

「
家
庭
の
日
」
で
す
。

平
成
17
年
度
公
民
館
・
体
育
館
教

室
の
生
徒
を
募
集
し
ま
す
。

３
月
12
日
（
土
）
〜
27
日
（
日
）

ま
で
、
中
央
公
民
館
で
午
前
９
時
〜

午
後
５
時
ま
で
生
徒
の
募
集
受
付
を

し
ま
す
。
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は

当
月
号
に
折
込
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

な
お
、
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
　
（
32
）
３
７
７
０

民
館
・
体
育
館

教
室
の
生
徒
募
集

公公公公

７
日
、
21
日

（
第
１
・
第
３

月
曜
日
）
は
、

体
育
館
・
武
道

館
・
弓
道
場
・

薮
塚
球
技
場

は
、
休
館
（
休

場
）
で
す
。

の
歴
史
を
訪
ね
る
会

参
加
者
募
集

村村村村
県
指
定
有
形
文
化
財
の
旧
大
澤
家

住
宅
と
国
立
歴
史
民
族
博
物
館
の
見

学
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
24
日
（
木
）

午
前
８
時
30
分

中
央
公
民
館
出
発

◇
と
こ
ろ

習
志
野
市
森
林
公
園
内
に

昭
和
48
年
に
長
生
村
宮
成
か
ら
移
築

さ
れ
保
存
さ
れ
て
い
る
旧
大
澤
家
住
宅

と
佐
倉
市
の
国
立
歴
史
民
族
博
物
館

◇
乗
　
物

公
民
館
バ
ス
を
利
用

◇
募
集
人
数

35
人
（
定
員
に
な
り

村
体
育
協
会
主
催
の
ゴ
ル
フ
大
会

を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
16
日
（
水
）

集
合
時
間
　
午
前
８
時
30
分

◇
と
こ
ろ

一
宮
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

東
コ
ー
ス

◇
参
加
費

３
、
０
０
０
円
　
乗
用

カ
ー
ト
セ
ル
フ
プ
レ
ー
・
プ
レ
ー
費

６
、
５
０
０
円
・
食
事
代
は
自
己
負
担

◇
定
　
員

10
組
（
定
員
に
な
り
次
第

締
切
り
）

◇
申
し
込
み

生
涯
学
習
課
　
（
32
）
５
１
０
０

◇
問
い
合
わ
せ

高
橋
　
（
32
）
２
４
２
６

民
ゴ
ル
フ
大
会

参
加
者
募
集

村村村村 ◇
持
ち
物

お
弁
当
・
雨
具
・
保
険
証

◇
参
加
費

会
員
以
外
３
０
０
円

（
保
険
・
書
類
代
）

※
ケ
ガ
な
ど
の
場
合
は
保
険
の
範
囲

内
で
対
応
い
た
し
ま
す
。

◇
問
い
合
わ
せ

山
本
　
（
32
）
６
７
０
０

※
雨
天
、
そ
の
他
で
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
会
員
以
外
の

人
は
前
日
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

次
第
締
め
切
り
）

◇
参
加
費

１
、
３
０
０
円
（
申
し
込

み
時
に
持
参
く
だ
さ
い
）

※
参
加
者
の
人
数
に
よ
り
、
参
加
費

の
変
更
が
あ
り
ま
す
。

◇
申
し
込
み

中
央
公
民
館
窓
口
に
て

３
月
５
日
（
土
）
〜
17
日
（
木
）

電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

午
前
９
時
〜
午
後
５
時

◇
問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
　
（
32
）
３
７
７
０
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二
月
の
句
抄俳

句
ク
ラ
ブ

北
風
の
荒
れ
て
干
し
物
出
し
し
ぶ
る
　
　

片
岡
　
篤
美

強
風
に
洗
濯
物
が
、
あ
お
ら
れ
て
は
た
め
く
の
に
抵
抗
が
あ
り
ど

う
し
て
も
外
に
出
す
気
に
な
れ
な
い
の
で
す
。

梅う
め

が
香か

や
ほ
こ
ほ
こ
嬰や
や

に
歯
の
二
本

中
村
　
英
子

梅
の
開
花
便
り
が
聞
か
れ
る
様
に
な
っ
た
昨
今
我
が
家
の
曾ひ

孫
が

笑
う
と
ほ
っ
こ
り
白
い
歯
が
見
え
る
様
に
な
り
ま
し
た
。

如
月
き
さ
ら
ぎ

の
風
尖と
が

り
来
る
九
十
九
里
　
　
　

野
澤
　
沙
と
志

今
年
は
特
に
風
が
冷
た
い
。
山
々
に
雪
を
降
ら
せ
乾
い
た
風
は
突

き
刺
す
よ
う
に
痛
い
。
九
十
九
里
へ
吹
く
風
を
詠よ

み
ま
し
た
。

駒こ
ま

返
し
花
嫁
街
道
水
温ぬ
る

む
　
　
　
　
　

高
野
　
み
さ
お

花
嫁
は
峠
口
で
馬
を
降
り
険
し
い
山
道
を
歩
き
嫁
い
だ
。
や
さ
し

い
心
と
自
然
の
厳
し
さ
を
感
じ
な
が
ら
花
嫁
街
道
を
歩
い
た
。

風
紋
ふ
う
も
ん

の
砂
は
光
り
て
千
鳥
啼
く
　
　
　
　

御
園
　
英
子

晴
れ
た
日
の
午
後
　
海
へ
行
っ
た
所
渚

な
ぎ
さ

の
風
紋
が
美
し
く
砂
が
サ

ラ
サ
ラ
と
ま
る
で
星
屑
の
よ
う
に
貝
が
ら
の
よ
う
に
自
然
の
偉
大
さ

を
感
じ
た
の
で
す
。

か
く
れ
ん
ぼ
小
さ
き
手
が
見み

ゆ
冬
木
立
こ
だ
ち

刈
込
　
照
子

寒
い
日
　
冬
木
立
を
太
陽
が
暖
か
く
射さ

す
一
時
期
外
に
出
て
か
く

れ
ん
ぼ
し
て
い
る
子
小
さ
い
手
が
見
え
て
す
ぐ
見
つ
か
り
そ
う
。

生涯学習課　32ｰ5100 中央公民館　32ｰ3770

長
生
村
人
間
ば
ん
馬
実
行
委
員
会

で
は
、
今
年
も
「
第
３
回
人
間
ば
ん

馬
大
会
」
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
大

会
は
、
体
力
と
気
力
、
そ
し
て
チ
ー

ム
ワ
ー
ク
を
ひ
と
つ
に
し
て
、
互
い

の
力
を
競
い
合
い
、
か
け
が
え
の
な

い
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
郷
土
愛
を
育

む
と
と
も
に
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
を
目
的
に
行
な
い
ま
す
。

◇
と
　
き

５
月
３
日
（
憲
法
記
念
日
）

集
合

午
前
８
時
30
分

競
技
開
始

午
前
10
時

◇
と
こ
ろ

長
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
パ
ー

ク
隣
接
特
設
会
場

◇
内
　
容

丸
太
を
積
ん
だ
そ
り
を
チ

ー
ム
（
５
人
ま
た
は
７
人
）
で
引
き
、

勝
敗
を
競
う
。
チ
ー
ム
編
成
は
５
人

引
き
で
監
督
・
ぎ
ょ
者
・
交
代
選
手

を
含
め
て
８
人
ま
た
は
９
人
、
７
人

引
き
で
10
人
ま
た
は
11
人
、
小
学
生

は
、
９
人
引
き
で
12
人
ま
た
は
13
人

◇
参
加
費

１
人
３
０
０
円
（
小
・

中
学
生
は
無
料
）

◇
締
め
切
り

４
月
15
日
（
金
）

◇
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

吉
久
　
　
　
　
（
32
）
５
０
６
５

生
涯
学
習
課
　
（
32
）
５
１
０
０

※
入
賞
チ
ー
ム
に
は
賞
金
、
賞
品
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
折
込
の
チ
ラ

間
ば
ん
馬
大
会

参
加
者
募
集

人人人人

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
は
小
学
生
を

対
象
に
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
、
心
身

の
健
全
な
育
成
な
ど
を
目
的
に
ク
ラ

ブ
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ

ブ
と
も
募
集
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
入
部
希
望
や
練
習
見
学
な

ど
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◯
長
生
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
（
野
球
）

と
　
き

毎
週
土
・
日
曜
日
・
祝
日

午
後
０
時
30
分
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ

長
生
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

◯
長
生
エ
ン
ジ
ェ
ル
ス
（
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
）

と
　
き

毎
週
水
・
金
・
土
曜
日

午
後
７
時
〜
９
時

毎
週
日
曜
日
　
午
前
９
時
〜
正
午

と
こ
ろ

一
松
小
学
校

◯
長
生
マ
リ
ン
ズ
（
サ
ッ
カ
ー
）

と
　
き

毎
月
第
２
・
４
土
曜
日
・

毎
週
日
曜
日
　
午
前
９
時
30
分
〜

11
時
30
分

と
こ
ろ

長
生
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル

パ
ー
ク
側
城
之
内
グ
ラ
ウ
ン
ド

◯
長
生
剣
心
会
（
剣
道
）

と
　
き

毎
週
水
曜
日
　
午
後
６

時
30
分
〜
９
時

土
曜
日
　
午
前
９
時
〜
11
時
30
分

と
こ
ろ

村
武
道
館
剣
道
場

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
　
（
32
）
５
１
０
０

っ
し
ょ
に
ス
ポ
ー
ツ

し
ま
せ
ん
か

いいいい シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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文文文文化化化化会会会会館館館館
ココココーーーーナナナナーーーー

こんにちは！
あかちゃん絵本

文化会館　　32ｰ5100

ホホホホ
ーーーー
ルルルル
のののの

イイイイ
ベベベベ
ンンンン
トトトト

ププププ
ララララ
ネネネネ
タタタタ

リリリリ
ウウウウ
ムムムム

火 木 土 日 祝
日 

午
後
３
時 

午
後
１
時
30
分 

  

〃  

３
時
30
分 

 ◇上映時間

○
「
春
の
星
座
」

○
「
銀
河
鉄
道
の
夜
」

◇
ス
ト
ー
リ
ー

ケ
ン
タ
ウ
ル
の
星
祭
り
の
夜
、
主
人

公
ジ
ョ
バ
ン
ニ
は
銀
河
鉄
道
に
乗
り
込

み
ま
す
。

そ
こ
に
は
、
親
友
の
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ

の
映
画
会

開
催
に
つ
い
て

春春春春

「がたんごとんがたんごとん」
安西水丸さく

汽車が走ると哺
乳ビン、コップな
どいろいろなもの
がのせてくださー
いと言ってきま

す。赤ちゃんの身近なものと一緒
に終点まで乗っていきます。乗り
物好きの赤ちゃんにとってとても
楽しい絵本です。「がたんごとんが
たんごとん」「のせてくださーい」
など繰り返しの言葉のリズムもよ
いです。

図
書
室
と
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
「
く
り
く
り
ブ
ッ
ク
」
に
よ
る
親

子
で
楽
し
め
る
お
は
な
し
会
を
行
い
ま

す
。
す
ば
な
し
や
紙
芝
居
、
絵
本
に
よ

り
春
に
ち
な
ん
だ
お
話
を
し
ま
す
。

◇
と
　
き

３
月
５
日
（
土
）

午
後
２
時
30
分
（
約
30
分
間
）

◇
と
こ
ろ

文
化
会
館
和
室

◇
対
　
象

４
歳
く
ら
い
か
ら
小
学
生

ま
で
の
子
ど
も
と
保
護
者

◇
定
　
員
　
40
人
（
先
着
順
）

◇
申
し
込
み

当
日
30
分
前
よ
り
和

室
で
受
付
。
事
前
の
申
し
込
み
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０

◇
上
映
作
品

ス
パ
イ
ダ
ー
マ
ン
２

（
日
本
語
吹
替
版
）

◇
と
　
き

３
月
13
日
（
日
）

１
回
目
　
開
場
　
午
前
９
時
30
分

の
お
は
な
し
会
を

開
催
し
ま
す

春春春春

が
い
ま
し
た
。「
カ
ム
パ
ネ
ル
ラ
、

僕
た
ち
一
緒
に
行
こ
う
ね
。」
二
人

の
少
年
は
、
不
思
議
な
人
々
と
出
会

い
な
が
ら
「
ほ
ん
と
う
の
幸
せ
」
を

探
し
て
、
天
の
川
に
旅
立
ち
ま
す
。

◇
入
場
料

村
民
・
小
学
生
　
　
　
無
料

中
学
生
　
　
　
　
　
　
１
０
０
円

大
　
人
　
　
　
　
　
　
２
０
０
円

春
休
み
期
間
中
は
、
平
日
の
午
後

３
時
に
毎
日
上
映
し
ま
す
。

※
３
月
１
日
か
ら
４
日
ま
で
、
番
組

入
替
の
た
め
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
は
お

休
み
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

春
番
組
は
、
３
月
５
日
よ
り
上
映

予
定
で
す
。

開
演
　
10
時

２
回
目
　
開
場
　
午
後
１
時
30
分

開
演
　
２
時

◇
入
場
料

文
化
会
館
で
前
売
券
を

販
売
し
て
い
ま
す
。
全
席
自
由
　

前
売
り
　
４
０
０
円

当
日
券
　
５
０
０
円

※
小
学
生
未
満
は
入
場
無
料
、
前
売
券

に
て
完
売
し
た
場
合
、
当
日
券
の
販
売

は
あ
り
ま
せ
ん
。

◇
主
　
催

長
生
村
教
育
委
員
会

長
生
村
文
化
会
館

◇
問
い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課

（
32
）
５
１
０
０
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今今今今
月月月月
のののの
一一一一
冊冊冊冊

今 月 の 新 刊

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
森がわたしを呼んでいる　　　　　　　　赤川　次郎
鼠、江戸を疾る　　　　　　　　　　　　赤川　次郎
楽園に酷似した男　　　　　　　　　　岩井　志麻子
ぼくたちの生きる理由（わけ） 今西　乃子
赤い長靴　　　　　　　　　　　　　　　江國　香織
ニッポン泥棒　　　　　　　　　　　　　大沢　在昌
やさしい死神　　　　　　　　　　　　　大倉　崇裕
モビィ・ドール　　　　　　　　　　　　熊谷　達也
エリカ　　　　　　　　　　　　　　　小池　真理子
窓際の死神（アンクー） 柴田　よしき
約束の地　　　　　　　　　　　　　　　志水　辰夫
背広の下の衝動　　　　　　　　　　　　新堂　冬樹
吐きたいほど愛してる。 新堂　冬樹
巴御前　　　　　　　　　　　　　　　鈴木　輝一郎
月下妙剣　　　　　　　　　　　　　　　多田　容子
しゃぼん玉　　　　　　　　　　　　　　乃南　アサ
知りたがりやの猫　　　　　　　　　　　林　真理子
日暮らし（上・下） 宮部　みゆき
山流し、さればこそ　　　　　　　　　　諸田　玲子

奥
が
深
い
と
い
わ
れ
る

面
打
ち
。
木
に
向
か
っ
て

無
心
に
な
れ
る
仏
像
彫
刻
。

ノ
ミ
を
通
じ
て
自
分
と
対

話
す
る
面
打
ち
と
仏
像
彫

刻
の
工
程
、
能
面
と
仏
像

の
種
類
、
用
語
解
説
、
入

門
講
座
、
実
践
講
座
、
道

具
の
使
い
方
ほ
か
を
紹
介

す
る
。

一
彫
入
魂
面
打
ち
・
仏
像
彫

刻
に
挑
戦
！

塩
飽
　
晴
海

大
地
か
ら
の
警
告
ー
大
震
災
は

何
を
語
り
か
け
た
の
か
ー

貝
原
　
俊
民

阪
神
・
淡
路
大
震
災
、

あ
れ
か
ら
10
年
。
前
兵
庫

県
知
事
が
現
場
を
指
揮
し

て
実
感
し
た
問
題
点
、
時

を
経
て
明
ら
か
に
な
っ
た

事
実
を
、
真
摯し

に
見
つ
め

て
書
き
下
ろ
し
た
次
代
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
。

タイトル名　　　　　　　　　　　　　　　　著者名
７月24日通り　　　　　　　　　　　　 吉田　修一
脱フリーター社会　　　　　　　　　　　橘木　俊詔
新「成長経済」（ニューグロウス）

の構想　　　　
斎藤　精一郎

北朝鮮が核を発射する日　　　　　　イ　ヨンジュン
戦争請負会社　　　　　　　　　　　Ｐ．Ｗ．シンガー
血と油　　　　　　　　　　　　　　マイケル・Ｔ．
－アメリカの石油獲得戦争－　　　　　　　　クレア
大仏破壊　－バーミアン遺跡は
なぜ破壊されたのか－　　　　　　　　　

高木　　徹

入門講座デジタルネットワーク社会　　　桜井　哲夫
だれでもできる「起こし文」
－和の仕掛け絵手紙－　　　　　　　　　

山岡　　進

美しいポジャギ　
－韓国のパッチワーク－　　　　　　　

渡辺　みどり

松本忠子のおべんとうの秘訣　　　　　　松本　忠子
12歳からの被災者学　　　　　　　　　 土岐　憲三
ニッポンの風景　　　　　　　　　　島田　アツヒト
福祉の世界地図　　　　　　　　　　　赤藤　由美子

入りました
ダレンシャン　12 運命の息子

Ｄａｒｒｅｎ　Ｓｈａｎ
男の子女の子はじめての名づけ

牧野　恭仁雄
夜回り先生の卒業証書 水谷　修
タオル一本で家中ピッカピカ

沖　幸子
声を出して読みたい日本語　３

斎藤　孝
デルトラ・クエストⅢ１竜の巣

エミリー・ロッダ

リクエ トス 本 が



今年の春の全国火災予防運動週
間は3月1日（火）～7日（月）で
す。この時期は、空気が乾燥し強
風も吹くことから、火災の発生防
止には気をつけなくてはいけない
季節です。暖房器具など火気の取
扱には十分注意してください。
また、高齢などの進展から住宅

火災での高齢者などを中心とする
被害を低減させることを主な目的
とし、消防法が一部改正され、平
成18年6月から個人住宅への住宅
用防災機器などの設置が義務付け

18

総　務　課　32ｰ2111 健康福祉課　32ｰ2112 税　務　課　32ｰ2113 産　業　課　32ｰ2114 住　民　課　　　　32ｰ2115

建　設　課　32ｰ2116 教育委員会　32ｰ2117 都市計画課　32ｰ2493 下水環境課　32ｰ2494 総合福祉センター　32ｰ3391

収 入 役 室 32ｰ4741 農業委員会　32ｰ4742 企画財政課　32ｰ4743 議会事務局　32ｰ4744 保健センター　　　32ｰ6800

夜夜夜夜 間間間間 急急急急 病病病病 診診診診 療療療療 所所所所 日日日日 曜曜曜曜 祭祭祭祭 日日日日 当当当当 番番番番 医医医医

診療科目　内科・小児科　診療時間午後８時～午後11時

消防署裏　　　24ｰ1010

夜間急病診療テレフォン案内

24ｰ1011 午後７時～翌午前６時まで

診療時間

午前9時～午後5時

納納納納税税税税のののの納納納納めめめめ忘忘忘忘れれれれはははは
あああありりりりまままませせせせんんんんかかかか？？？？

ごごごご確確確確認認認認くくくくだだだだささささいいいい
※日曜祭日当番医は変更となる場合があります。
消防本部通信指令課　　24-0119へお問い合せください。

村では、公共用水域の水質汚濁
防止と快適な生活環境をつくるた
め、トイレの水だけでなく風呂や
台所などの生活雑排水も処理でき
る合併処理浄化槽を設置される人
に対し、ある一定の条件を設けて
補助金を交付します。
また、平成16年４月から、既設
単独浄化槽から合併処理浄化槽へ
の転換をはかる人には、単独浄化
槽の撤去費用に対し補助金を交付
しています。
◯補助金交付対象
下水道認可区域を除く村内区域内
補助金交付申請は本人に限ります
◯補助基準額表

合併浄化槽の
補助金について

火は消した？

いつも心にきいてみて

○単独浄化槽から合併浄化槽への転
換上乗せ補助が、180,000円です。
例）５人槽の場合　
354,000円＋180,000円

＝534,000円
◇問い合わせ
下水環境課　　　　32-2494

人　槽 転換補助額 新築補助額
５人槽 354,000円 240,000円
７人槽 411,000円 240,000円
10人槽 519,000円 240,000円

義援金をお寄せ
くださった皆様へ

このたびの新潟県中越大震災に
際しましては、心温まる義援金を
お寄せいただき、誠にありがとう
ございました。（中略）新潟は本
格的な冬を迎えておりますが、
「ふるさと新潟」の一日も早い復
興に向けて全力で取り組んでいき
ますので、今後も皆様のご理解と
ご支援をお願いします。このたび
お寄せいただいたご厚情に対し、
略儀ながら書中をもってお礼を申
し上げますとともに、皆様のます
ますのご発展とご健勝をお祈り申
し上げます。
平成17年１月
新潟県知事　泉田　裕彦

られます。この機会にいま一度、
「我が家の防火対策」を見直して
みてはいかがでしょうか。

月・日 一宮地区 茂原地区内科系 茂原地区外科系

３・６
睦沢診療所 長生病院 鎗田整形外科医院

44-2236 34-2121 24ｰ8686

３・13
長島医院 長生内科神経内科医院 君塚病院

42ｰ8800 24-7752 25ｰ1811

３・20 秋場医院 宮山医院 茂原機能クリニック
42ｰ3323 22ｰ4873 25ｰ7755

３・21 鈴木医院 吉田医院 森川病院
42ｰ3111 34ｰ3045 25ｰ2510

３・27 岡田眼科医院 鈴木医院 長生病院
42ｰ3529 22ｰ2630 34ｰ2121
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お知ら
せ 

※住民法律相談の予約は、当月分を毎月第１月曜日午前９時から役場総務課　　32ｰ2111で、東上総県民センターでの
法律相談の予約は、当月分を毎月第２金曜日午前９時から東上総県民センターにおいてそれぞれ電話で受け付けます。

相　談　内　容 と　　　　　き と　　こ　　ろ

◎村長相談室 ３月10日（木）午後１時～午後５時 村長室　　　　　　　32ｰ2111

◎心配ごと相談 毎週月曜日　午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 ３月14日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎結婚相談 ３月20日（日）午前11時～午後３時 コミュニティーセンター 32ｰ3134

◎住民法律相談 ３月22日（火）午後１時から（要予約） 総合福祉センター　　32ｰ2111

◎法律相談 ３月18日（金）午後１時～午後４時（要予約） 東上総県民センター　 25ｰ7830

◎行政相談 ３月14日（月）午前10時～午後３時 総合福祉センター　　32ｰ3391

◎人権相談 毎週月曜日午前９時～午後４時 千葉地方法務局一宮支局 42-3515

◎家庭教育相談 ３月５日（土）19日（土）午前９時～午後４時 中 央 公 民 館 32-3770

◎子育て相談 ３月24日（木）午前９時～正午午後１時～午後４時 子育て支援センター(高根保育所) 32-5891

◎年金相談 ３月24日（木）午前９時～（先着60人） 茂原市役所　 千葉社保043-242-6327

各各各各 種種種種 相相相相 談談談談 人権相談、行政相談、心配ごと相談は原則として予約制です。

合併浄化槽の保守
点検してますか

合併浄化槽を設置し使用している
人は、浄化槽を常に良好な状態に保
っておくため、定期的に保守点検及
び清掃をする義務があります。
また、保守点検の委託は、知事

などの登録を受けた業者へ依頼し
委託契約を結んでください。契約
したときは、契約済であることを
証するステッカーを業者から受け
取り、門柱など見やすい場所に貼
ってください。清掃（年1回以上）
の委託も広域市町村圏組合の許可
を受けた業者へ依頼してくださ
い。浄化槽内部で、汚泥などが
徐々にたまり、放置すると放流水
とともに流れ出てしまうだけでな
く、機能不良の原因ともなります。
◇問い合わせ
東上総県民センター
地域環境保全課　 26-6731
長生村下水環境課 32-2494

最近県内で不正軽油の製造過程

で発生する硫酸ピッチが不法投棄

され問題となっています。

○不正軽油製造施設について
不正軽油を製造する者の多くは、

廃業した工場などを借り受け人目

を避けるように操業したり、山林

の中や空地を鉄板や板で囲い大型

のタンクを運び入れて操業します。

○硫酸ピッチの不適正保管場所に
ついて
不正軽油を製造する者たちは、

密造工場に硫酸ピッチを長期間保

存することは行わずに、硫酸ピッ

チがドラム缶で１～２本溜まると

すぐに工場の外に搬出してしまい

ます。運び出された硫酸ピッチ入

りのドラム缶は適正に処理されな

不正軽油の情報を
提供ください

いまま、空倉庫やコンテナなどに

違法に保管されたり、県内各地に

不法投棄されています。

◆「硫酸ピッチ」は強酸性の有毒

な物質で、皮膚に触れるとただれ

たりし、水が混じると亜硫酸ガス

が発生、吸い込むと呼吸器系に障

害が出ます。このような物を見か

けたら下記まで連絡ください。

通常はタンクローリーが出入り

することのない場所に、無印のタ

ンクローリーが出入りする場合

や、油の臭いがする場合。

空工場・空倉庫に、ドラム缶が

大量に保管されている場合や、ド

ラム缶から亜硫酸ガスのような異

臭がする場合。

◇問い合わせ
千葉県産業廃棄物課

監視指導室　　043-223-2687

長生村下水環境課　　32-2494



日増しに春めいてまいりま
したので、我家の庭に花の種
を蒔

ま

きました。花は人の心を
和ませてくれますね。
「広報ちょうせい」も心の和む
ような記事をたくさん掲載で
きればと思っています。
楽しい出来事などお知らせ

ください。取材にお伺いしま
す。 （や）

「とべないほたる」
というお話の絵で
す。蛍が円を描いて
楽しく飛んでいる感
じを表現しました。

一松小
（４年生）

「月夜のみみずく」
です。ふくろうの羽
と、雪景色の雰囲気
を出すのに苦労しま
した。

八積小
（５年生）

古俣春奈さん

平成17年3月1日発行　編集・発行：長生村役場総務課　〒299-4394 千葉県長生郡長生村本郷1-77 0475-32-2111

最近ソファーがお気に入りで
す。よく食べ元気に遊びます。リ
ズム遊びが大好きです。

平成16年3月8日生

父・石井　英樹、母・綾子さん

美
み

帆
ほ

ちゃん（南中瀬）

お兄ちゃんとおもちゃの取り合
いになっても負けません。バナナ
が大好きいつも元気です。

平成16年3月17日生

父・狩野　明、母・晴代さん

巧
たく

朗
ろう

ちゃん（竜宮台）

日本を代表する山。
見る場所、季節により様々な姿
を見せてくれる。東側から見る富士山は
頂上が比較的平らに対し、西側から見る富士山
は中央がとがった形をしている。空が澄み渡る11月～
3月の冬季に見える。日の出とともに気温が上がると大気中の
水蒸気が増え、展望が悪くなる。日の出から10時頃までが良いといえ
る。標高3,776ｍ、不二山とも言われる。 （撮影地：役場屋上）

富士山

ネイチャー 
　　フォト 

元
気
で
す

安生竜一くん ふだんあまり
見ないようなと
ころを、静物画
に描いてみまし
た。汚れた感じ
を指で描いて表
現しました。

長生中
（１年生）

内山杏南 さん

この広報は再生紙を使用しています。


